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■権利について
¡�本書に記述されている社名・製品名などは、一般に各社の商標または登録商標です。

¡�本書ではTM、©、®は割愛しています。

■本書の内容について
¡�本書は著者・編集者が実際に操作した結果を慎重に検討し、著述・編集しています。ただし、
本書の記述内容に関わる運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を

負いませんのであらかじめご了承ください。

¡�本書で紹介している操作やコードの実行結果の画面は、Windows 7（日本語版）とGoogle 
Chromeを基本にしています。他の環境では、画面のデザインや操作が異なる場合がござ

いますので、あらかじめご了承ください。

■サンプルについて
¡�本書で紹介しているサンプルは、C&R研究所のホームページ（http：//www.c-r.com）か
らダウンロードすることができます。ダウンロード方法については、5ページを参照してく

ださい。

¡�サンプルデータの動作などについては、著者・編集者が慎重に確認しております。ただし、
サンプルデータの運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を負いま

せんのであらかじめご了承ください。

¡�サンプルデータの著作権は、著者及びC&R研究所が所有します。許可なく配布・販売す
ることは堅く禁止します。

●本書の内容についてのお問い合わせについて
　この度はC&R研究所の書籍をお買いあげいただきましてありがとうございます。本書の内容に関するお
問い合わせは、FAXまたは郵送で「書名」「該当するページ番号」「返信先」を必ず明記の上、次の宛先ま
でお送りください。お電話や電子メール、または本書の内容とは直接的に関係のない事柄に関するご質問
にはお答えできませんので、あらかじめご了承ください。

〒950-3122 新潟県新潟市北区西名目所4083-6　株式会社 C&R研究所　編集部
FAX 025-258-2801

「PHP逆引きハンドブック」サポート係
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　PHP（PHP：Hypertext Preprocessor）は、Webアプリケーションの開発用として人気の高い
プログラミング（スクリプト）言語です。言語体系がシンプルで自由度が高く、比較的簡単に習得
することができます。また、本格的なオブジェクト指向プログラミングもサポートしているので、初
心者から上級者まで幅広いユーザーに支持されています。

　本書は、PHPを使ってWebアプリケーションのプログラミングを行う人のためのリファレンス&テ
クニック集です。PHPのステートメント、関数などを目的別に分類し、やりたいことから探していた
だけるように、逆引き形式を採用しています。手元に置いていつでもお使いいただけるようにA5
サイズを採用していますので、何度でも繰り返しページをめくってみてください。

　本書では、PHPの標準的な環境で利用できる関数を中心に、プログラミング事例を豊富
に網羅し、各機能を初心者でもわかりやすいシンプルな事例で、かつ、実務にもすぐに応用
できる事例で紹介しています。事例のサンプルコード中には、プログラムの解説を記述してい
ますので、コードを読むことでプログラムの動作について理解を深めることができます。さらに、
ONEPOINTではサンプルで利用したポイントとなる命令語や関数についてわかりやすく解説す
るとともに、COLUMNには、読者のみなさんの理解を深める手助けとなるように、補足情報や
応用的な事例を豊富に盛り込んでいます。

　また、本書は、PHP4、PHP5（PHP5.3、PHP5.4）に対応しており、基礎知識や基本文法、オ
ブジェクト指向プログラムグやセキュリティ対策も解説しているので、初心者から中級者以上ま
で、幅広く使える内容になっています。

　本書で紹介したサンプルファイルは、無料でダウンロードすることができます。ダウンロードした
サンプルを実際に実行して動作を確認してみてください。また、プログラムを修正して動作を変
えるなどして、自由にカスタマイズしてみてください。プログラムを読んだり、プログラムをカスタマ
イズしたりすることで、PHPの理解が深まり、読者の皆様のスキルアップにつながると思います。

　最後に、本書を執筆するにあたってお世話になったスタッフの皆様に心から感謝を申し上げ
ます。そして、本書がPHPでWebアプリケーションの開発を行う読者の皆様に少しでもお役に
立てれば、これ以上の幸せはありません。

2012年6月
C&R研究所ライティングスタッフ

蒲生 睦男

prologue
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本書について

　本書に記載したサンプルコードは、誌面の都合上、1つのサンプルコードがページをまたがっ
て記載されていることがあります。その場合は の記号で、1つのコードであることを表してい
ます。

サンプルコードの中の についてs

　Windows環境では、「\」（バックスラッシュ）は「¥」（円記号）で表示されます。本書のサン
プルコードでは「\」で表記していますので、Windows環境をお使いの方は読み替えてくださ
い。なお、Ubuntuでもアプリケーションによっては「¥」で表示されます。

サンプルコードの中の「\」（バックスラッシュ）と「¥」（円記号）についてs

　本書の表記についての注意点は、次のようになります。
本書の表記方法

　本書では、次のような環境で動作を確認しています。
¡Windwos ： PHP4.4.9/5.3.8/5.4.3
¡Mac OS X ： PHP5.3.1
¡Linux（Ubuntu）： PHP5.3.8

動作確認の環境について

　本書では項目のタイトル部分に、対応バージョンのマークを記載しています。基本的には記
載しているバージョン以降でその項目（関数など）が対応となりますが、一部、例外があります。
その場合はHINTに記載しています。なお、薄く表示されている場合は、非対応となります。

バージョンの対応についてs

　主にCHAPTER 12の項目で、動作確認のため、URLを直接、入力している箇所がありま
す。入力するURLについては、お使いの環境に合わせて変更してください。

動作確認時のURLについてs
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サンプルのダウンロードに必要な
ユーザー名とパスワード

ユーザー名 phpgh
パスワード 9i2h5

※�ユーザー名・パスワードは、半角英数字で入力し
てください。また、「J」と「j」や「K」と「k」などの
大文字と小文字の違いもありますので、よく確
認して入力してください。

　本書のサンプルデータは、C&R研究所のホームページからダウンロードすることができます。
本書のサンプルを入手するには、次のように操作します。
1	�「http：//www.c-r.com/」にアクセスします。

2	�トップページ左上の「商品検索」欄に「109-2」と入力し、［検索］ボタンをクリックします。

3	検索結果が表示されるので、本書の書名のリンクをクリックします。

4	�書籍詳細ページが表示されるので、［サンプルデータダウンロード］ボタンをクリックします。

5	�下記の「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、ダウンロードページにアクセスします。

6	�「サンプルデータ」のリンク先のファイルをダウンロードし、保存します。

サンプルファイルのダウンロードについて

　サンプルファイルは、CHAPTERごとのフォルダの中に、項目番号のフォルダに分かれてい
ます。サンプルはZIP形式で圧縮してありますので、解凍してお使いください。
　それぞれのフォルダ内には、ソースファイル（拡張子「.php」）が保存されています。そのファ
イル（サンプルによってはフォルダごと）をWebサーバーのルートディレクトリに保存し、ブラウザ
で表示すると、スクリプトが実行されます。環境の構築や実行方法については、CHAPTER 
01を参照してください。

サンプルコードの利用方法
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PHPとは

　PHP（PHP：Hypertext Preprocessor）は、Webアプリケーションを開発するためのプログ
ラミング（スクリプト）言語です。平易な文法で初心者でも習得しやすく、大規模なWebアプリ
ケーションの開発にも広く用いられています。

PHPの概要

SECTION-001 VER. 4.0.0 5.0.0

　PHPは、HTMLに処理内容を記述したスクリプトを埋め込み、実行結果に応じて動的に
HTMLデータを生成することができます。たとえば、ページのアクセス時間に応じて異なるメッ
セージを動的に生成して出力することができます。

HTMLに埋め込むことができるs

　PHPは、Webサーバー上で動作するサーバーサイド・スクリプトです。クライアント（ブラウザ）
から、PHPスクリプトにアクセスすると、そのコードがサーバー上で実行され、結果がクライアン
トに送信されます。クライアントは、スクリプトを実行した結果を受け取りますが、その出力を作
成したコードの内容を知ることはできません。

サーバーサイド・スクリプトs

　PHPには、便利なテキスト処理機能が用意されています。たとえば、Perl互換の正規表現
（PCRE）や、XML文書のパースやXML文書へのアクセスのための数多くの拡張モジュー
ル・ツールなどがあります。

強力なテキスト処理機能s

　PHPは、標準でMySQLデータベースをサポートしており、データベース機能を用いたWeb
アプリケーションを簡単に作成することができます（CHAPTER 11参照）。また、データベース
ごとに用意された拡張モジュールや「PDO」のような抽象化レイヤーを使用することで、多くの
データベースに接続することができます。

データベースへの容易なアクセスs

　PHPは、クラスベースオブジェクト指向をサポートしており、オブジェクト指向でプログラミング
することができます。PHP5以降では、完全なオブジェクトモデルが搭載され、本格的なオブジェ
クト指向プログラミングが可能です（CHAPTER 06参照）。

クラスベースオブジェクト指向のサポートs

　PHPは、Linux、多くのUnix系システム（HP-UX、Solaris、OpenBSDなど）、Windows、
Mac OS X、RISC OS、その他、すべての有名なOSで動作します。また、ApacheやIIS、そ
の他のサーバーなど、現在、使用されているほとんどすべてのWebサーバーをサポートしてい
ます。

マルチプラットフォームs

　PHPは、HTMLだけでなく、イメージやPDFファイルを生成する機能を備えています。
多彩なファイルの生成機能s
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SECTION-001 PHPとは

「libswf」や「Ming」を使用して、Flashムービーを生成することもできます。また、XHTML
やXMLというその他の文書も自動的に生成することができ、ファイルシステムに保存したり、
印刷したり、サーバー側でキャッシュしたりすることもできます。

　多くのオープンソースのフレームワークやライブラリが利用可能で、開発効率をさらに高める
ことができます。

多くのオープンソースのフレームワークやライブラリが利用可能s

　「PEAR」というオンラインライブラリ集で、さまざまな付加機能がモジュールとして提供され
ています。モジュールを組み込みことで機能を拡張することができます。

豊富な拡張モジュールs

　PHPは、「IMAP」「SNMP」「NNTP」「POP3」「HTTP」「COM」（Windowsのみ）など、
多くのプロトコルを用いる他のサービスの状態を追跡する機能もサポートしています。低レベル
のネットワークソケットをオープンし、他のプロトコルを用いて通信を行うことも可能です。また、
PHPはWDDXをサポートし、基本的にすべてのWebプログラミング言語間で複雑なデータ交
換を行うことができます。

多くのプロトコルに対応s

　PHPで作られている代表的なWebアプリケーションには、次のようなアプリケーション
があります。

COLUMN PHPで作られている代表的なアプリケーション

アプリケーション名 説明
IBM WebSphere sMash Webアプリケーションのプラットフォーム
MediaWiki Wikiソフトウェア
phpBB 電子掲示板
phpMyAdmin MySQLデータベースをGUIで管理するためのツール
PukiWiki Wikiソフトウェア
Serendipity Weblog System CMS（コンテンツマネジメントシステム）
SilverStripe CMS CMS（コンテンツマネジメントシステム）
WordPress CMS（コンテンツマネジメントシステム）
XOOPS CMS（コンテンツマネジメントシステム）
OpenPNE SNS運営用のサーバサイドプログラム群

''WordPress
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実行環境について

　PHPの開発を行うには、PHPが動作するWebサーバーが必要になります。自宅のパソコン
にPHPの実行環境を構築する場合、XAMPP（ザンプ）を使うと便利です。XAMPPをインス
トールすると、Webサーバー（Apache）、PHP、MySQLなど、PHPの開発に必要なソフトウェ
ア一式がインストールされ、インターネット上のWebサーバーとほぼ同じ環境を簡単に構築する
ことができます。

PHPの実行環境

SECTION-002 VER. 4.0.0 5.0.0

　XAMPPは、Webアプリケーションの実行に必要なフリーソフトを集めたパッケージです。
OSによって、XAMPPのバージョン、および、含まれるPHPのバージョンが異なります。2012年
6月現在の最新バージョンは、次の通りです。なお、Linux用のXAMPPは、64ビットシステム
では動作しません。

XAMPPのインストール

OS XAMPPのバージョン PHPのバージョン
Windows 1.7.7 5.3.8
Linux（x86用） 1.7.7 5.3.8
Mac OS X 1.7.3 5.3.1

　「http://www.apachefriends.org/jp/xampp-windows.html」から、インストーラ（xampp- 
win32-1.7.7-VC9-installer.exe）をダウンロードします。インストーラを実行し、画面の指示に従っ
て操作します。
　インストールが完了したら、XAMPPコントロールパネルを使って、Webサーバー（Apache）
とMySQLサーバーをスタートさせます。

Windowsへのインストールs

［Start］ボタンを
クリックする
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SECTION-002 実行環境について

正常に開始された場合は、
「Running」と表示される

　「http://www.apachefriends.org/jp/xampp-macosx.html」から、「XAMPP Mac OS 
X 1.7.3」（xampp-macosx-1.7.3.dmg）をダウンロードして開きます。自分の「Applications」
フォルダへ「XAMPP」フォルダをドラッグ&ドロップします。
　インストールが完了したら、XAMPP Controlを使って、Webサーバー（Apache）とMySQL
サーバーをスタートさせます。

Macへのインストールs

［Start］ボタンを
クリックする

正常に開始された場合は、
インジケータが緑色になる

　Ubuntuにインストールするには、次のように操作します。
1	�「http://www.apachefriends.org/jp/xampp-linux.html」から、「XAMPP Linux 1.7.7」

（xampp-linux-1.7.7.tar.gz）をダウンロードします。

2	�端末を起動し、「cd ダウンロード」と入力します。

3	�「sudo tar xvfz xampp-linux-1.7.7.tar.gz -C /opt」と入力します。

4	�rootユーザーのパスワードを入力します。この後、ダウンロードしたファイルが「/opt」に展開

されます。

5	�「sudo chmod 777 /opt/lampp/htdocs」とコマンドを入力し、Webサーバーのルートディ

レクトリのパーミッションを変更します。

6	�「sudo chmod 777 /opt/lampp/etc/php.ini」とコマンドを入力し、「php.ini」のパーミッ

ションを変更します。

7	�「sudo /opt/lampp/lampp start」とコマンドを入力し、Webサーバー（Apache）とMySQL

サーバーをスタートさせます。

Linux（Ubuntu）へのインストールs



42

0
1

0
2

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

P
H
P

の
基
礎
知
識

C
H

A
P

T
E
R

0
1

SECTION-002 実行環境について

　「php.ini」を編集して、PHPの日本語環境を設定します。本書では、文字エンコーディグを
「UTF-8」に統一しています。

PHPの日本語環境の設定

　XAMPPをデフォルトの設定でインストールした場合の「php.ini」の保存場所は、次の通り
です。

「php.ini」の保存場所s

OS 保存場所
Windows C：¥xampp¥php
Linux（x86版） /opt/lampp/etc
Mac OS X /Applications/XAMPP/xamppfiles/etc

　「php.ini」をテキストエディタで開き、次の表の通りに変更します。なお、行の先頭に「;」が
ある場合は、「;」を削除します。

日本語環境の設定s

ディレクティブ 設定値
date.timezone Asia/Tokyo
default_charset "UTF-8"
mbstring.language Japanese
mbstring.internal_encoding UTF-8
mbstring.substitute_character none;

　phpMyAdminでMySQLの「root」のパスワードを設定し、そのパスワードを「config.inc.
php」に記述します。
1	�ブラウザで「http://localhost/phpmyadmin/」にアクセスし、phpMyAdminを開きます。

なお、言語が日本語になっていない場合は、日本語に変更してください。

2	�「特権」タブをクリックし、ホストが「localhost」の「root」の「特権を編集」をクリックします。

3	�「パスワードを変更する」の「パスワード」と「もう一度入力してください」にパスワードを入力し、

［実行する］ボタンをクリックします。

4	�「config.inc.php」をテキストエディタで開きます。

5	�「$cfg［'Servers'］［$i］［'password'］ = ''; 」という記述を検索し、「''」内に4で設定したパス

ワードを記述し、上書き保存します。

　なお、「config.inc.php」の保存場所は、次の通りです。

MySQLの「root」パスワードの設定

OS 保存場所
Windows C：¥xampp¥phpMyAdmin
Linux（x86版） /opt/lampp/phpmyadmin
Mac OS X /Applications/XAMPP/xamppfiles/phpmyadmin
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SECTION-002 実行環境について

　構築した実行環境の動作を確認するためのファイル「test.php」を作成し、WWWサー
バーのルートディレクトに保存します。ブラウザで「http：//localhost/test.php」にアクセスし、
PHPの設定情報が出力されることを確認します。

実行環境の確認

<?

phpinfo();

?>

''test.php

　それぞれのOSのWWWサーバーのルートディレクトリは、次の通りです。

OS WWWサーバーのルートディレクトリ
Windows C：¥xampp¥htdocs
Linux(x86版) /opt/lampp/htdocs 
Mac OS X /Applications/XAMPP/xamppfiles/htdocs

　「http：//localhost/test.php」にアクセスすると、次のように表示されます。
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SECTION-002 実行環境について

　TCP/IPを使ったネットワーク・サービスでは、ある特定のポートでリッスン（待ち受け）
することにより、クライアントからの要求を受け付けるようになっています。Apacheではポー
ト番号「80」をリッスンしていますが、他のサービス（SkypeやIISなど）と競合することがあ
り、Apacheが起動しない場合があります。この場合、次のように操作して、Apacheのリッ
スンするポートを変更します。
1	�「httpd.conf」をテキストエディタで開きます。

2	�54行目の「Listen 80」を「Listen 8080」（他のサービスと重複しない番号を指定す

る）と書き換え、上書き保存します。

　なお、この変更を行うと、Webサーバーにアクセスする際に「http://localhost:8080/」
のように、URLの末尾にポート番号を指定する必要があります。「httpd.conf」の保存
場所は、次の通りです。

COLUMN Apacheが起動しないときの対処方法

OS 保存場所
Windows C：¥xampp¥apache¥conf
Linux（x86版） /opt/lampp/etc
Mac OS X /Applications/XAMPP/xamppfiles/etc
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統合開発環境のインストール

　Eclipse PDTは、PHP開発者向けのEclipseです。Eclipseは、IBMによって開発された
統合開発環境で、プラグインでさまざまな機能を組み込むことができます。

Eclipse PDTについて

SECTION-003 VER. 4.0.0 5.0.0

''Eclipse PDT

　WindowsにEclipse PDTをインストールするには、「Pleiades All in One PHP日本語ディ
ストリビューション」を使うと簡単です。

Windowsへのインストール

　「Pleiades All in One PHP日本語ディストリビューション」をインストールするには、次のよう
に操作します。
1	�ブラウザで「http：//mergedoc.sourceforge.jp/」のページを表示します。

2	�［Eclipse 3.7 Indigo Pleiades All in One］ボタンをクリックします。

3	�「PHP」の下の［Download］ボタン（青いボタン）をクリックします。

「Pleiades All in One PHP日本語ディストリビューション」のインストールs
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SECTION-003 統合開発環境のインストール

［Download］ボタン（青いボタン）
をクリックする

4	�ダンロードした圧縮ファイルの「pleiades-e3.7-php-jre_YYYYMMDD.zip」（YYYYMMDD

はバージョンによって異なる）を開き、「eclipse」フォルダを「C」ドライブにコピー（または移動）

します。

5	�「eclipse」フォルダを開き、「eclipse.exe」をダブルクリックしてEclipseを起動し、［ワークス

ペース（W）］を「C：¥xampp¥htdocs」に設定して［OK］ボタンをクリックします。

ワークスペースを
設定する

　MacにEclipse PDTをインストールするには、Eclipse PDTとPleiadesを使います。Pleiades
は、日本語化するために使います。

Macへのインストール
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SECTION-003 統合開発環境のインストール

　Eclipse PDT（2012年6月現在のバージョン）をインストールするには、次のように操作します。
1	�ブラウザで「http：//eclipse.org/pdt/downloads」のページを表示します。

2	�「Download All-In-One package including Eclipse 3.7.2 and PDT 3.0.2 from Zend」

（表示内容はバージョンにより異なる）をクリックします。

3	�「Mac OS X」タブを選択し、「Zend Eclipse PDT」のダウンロードリンク「（TAR.GZ） 91.49 

MB」(サイズの数値はバージョンにより異なる)をクリックします。

Eclipse PDTのインストールs

クリックする

4	�ダウンロードした「eclipse-php-3.0.2.v20120511142-Mac.tar.gz」（「v」以降の数値は

バージョンにより異なる）を「アプリケーション」フォルダに展開します。展開すると「eclipse-

php」フォルダができます。

　Eclipse PDTを日本語化するには、次のように操作します。
1	�ブラウザで「http：//mergedoc.sourceforge.jp/」にアクセスします。

2	�「Pleiades 本体ダウンロード」の「1.3.3」（2012年6月時点の安定板）をクリックします。

3	�ダウンロードした「Pleiade_1.3.3.zip」を「ダウンロード」フォルダに展開します。展開すると、

「Pleiades_1.3.3」フォルダができます。

4	�「Pleiades_1.3.3」フォルダの「features」フォルダの中にあるフォルダをすべて、「eclipse-

php」フォルダの「features」フォルダ内にコピー（または移動）します。

5	�「Pleiades_1.3.3」フォルダの「plugins」フォルダの中にあるフォルダをすべて、「eclipse-

php」フォルダの「plugins」フォルダにコピー（または移動）します。

Eclipse PDTの日本語化s
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SECTION-003 統合開発環境のインストール

6	�「eclipse-php」フォルダの「eclipse-php」をControlキーを押しながらクリックし、［パッケー

ジの内容を表示］を選択します。

7	�「Contents」フォルダを開いて、「MacOS」フォルダを開きます。

8	�「eclipse-php.ini」をテキストエディタで開き、最終行に次の記述を追加して、上書き保存します。

-javaagent:/Applications/eclipse-php/plugins/jp.sourceforge.mergedoc.pleiades/pleiades.jar

9	�初回のみターミナルから、次のコマンドを入力して、Eclipse PDTを起動し、プラグインを初

期化します。

/Applications/eclipse-php/eclipse-php.app/Contents/MacOS/eclipse-php -clean

0	�［ワークスペース］を「/Applications/XAMPP/xamppfiles/htdocs」に設定して［OK］ボタ

ンをクリックします。

　UbuntuにEclipse PDTをインストールするには、Eclipse PDTとPleiadesを使います。
Pleiadesは、日本語化するために使います。また、Ubuntuの場合、JDK、または、JREをイン
ストールする必要があります。

Linux（Ubuntu）へのインストール

　JDK（Java SE Development Kit 7）をインストールするには、次のように操作します。
※URL、ファイル名はバージョンにより異なります。この例は2012年6月現在のURL、ファイル名です。
1	�ブラウザで「http：//www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jdk7-down

loads-1637583.html」のページを表示します。

2	�64ビット版の場合は「jdk-7u5-linux-x64.tar.gz」、32ビット版の場合は「jdk-7u5-linux-i586.

tar.gz」をダウンロードします。

3	�ダウンロードした圧縮ファイルを「ホーム」フォルダに展開します。

4	�テキストエディタで「〜/.profile」を開き、次の記述を追加します。「jdk」の後ろに続く数値は

バージョン番号で、バージョンによって変わるので注意してください。「<ユーザー名>」には、

ログイン時のユーザー名を入力します。

JDKのインストールs

export JAVA_HOME=/home/<ユーザー名>/jdk1.7.0_05

export PATH=/home/<ユーザー名>/jdk1.7.0_05/bin:$PATH

export CLASSPATH=.:home/<ユーザー名>/

5	�システムを再起動します。

　Eclipse PDT（（2012年6月現在のバージョン）をインストールするには、次のように操作します。
1	�ブラウザで「http：//eclipse.org/pdt/downloads」のページを表示します。

2	�「Download All-In-One package including Eclipse 3.7.2 and PDT 3.0.2 from Zend」

（表示内容はバージョンにより異なる）をクリックします。

Eclipse PDTのインストールs
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SECTION-003 統合開発環境のインストール

-javaagent:plugins/jp.sourceforge.mergedoc.pleiades/pleiades.jar

7	�Eclipseを起動し、［ワークスペース］を「/opt/lampp/htdocs」に設定して［OK］ボタンをク

リックします。

　Eclipse PDTを日本語化するには、次のように操作します。
1	�ブラウザで「http：//mergedoc.sourceforge.jp/」にアクセスします。

2	�「Pleiades 本体ダウンロード」の「1.3.3」（2012年6月時点の安定板）をクリックします。

3	�「ダウンロード」フォルダを開いて、ダウンロードした「Pleiade_1.3.3.zip」を右クリックし、［こ

こに展開する］を選択します。展開すると「Pleiades_1.3.3」フォルダができます。

4	�「Pleiades_1.3.3」フォルダの「features」フォルダの中にあるフォルダをすべて、「eclipse-

php」フォルダの「features」フォルダ内にコピー（または移動）します。

5	�「Pleiades_1.3.3」フォルダの「plugins」フォルダの中にあるフォルダをすべて、「eclipse-

php」フォルダの「plugins」フォルダにコピー（または移動）します。

6	�「eclipse-php」フォルダの「eclipse-php.ini」をテキストエディタで開き、最終行に次の記述

を追加して、上書き保存します。

Eclipse PDTの日本語化s

3	�「Linux」タブを選択し、64ビット版の場合は「Version」が「PDT 3.0.2 w/Eclipse Indigo 

（64 bit）」のダウンロードリンク「（TAR.GZ） 91.86 MB」を、32ビット版の場合は「Version」

が「PDT 3.0.2 w/Eclipse Indigo （32 bit）」のダウンロードリンク「（TAR.GZ） 91.68 MB」

をクリックします。なお、ダウンロードリンクのサイズの数値はバージョンにより異なります。

4	�ダウンロードした圧縮ファイルを「ホーム」フォルダに展開します。展開すると「eclipse-php」

フォルダができます。
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コードの記述方法について

　コードを記述するソースファイルは、テキストエディタや、Eclipseなどの統合開発環境（IDE）
で記述します。統合開発環境は、関数名や変数名の補完や、デバッガなど、効率的に開発
するための機能を利用できるのでお勧めです。Eclipseのインストール方法については、45ペー
ジを参照してください。

ソースファイルの作成方法

SECTION-004 VER. 4.0.0 5.0.0

　PHPのコードを記述する際の規則は、次の通りです。
¡PHPのソースファイルの拡張子は「.php」

¡PHPのコードは「<?php」（開始タグ）で始まり「?>」（終了タグ）で終わる

¡行（ステートメント）の最後には「;」を付ける

コード記述の規則

　PHPのコードは、HTMLファイルの任意の場所に埋め込むことができます。PHPコードを埋
め込んだHTMLファイルの拡張子は、「.php」にする必要があります。
　PHPは、HTML中の「<?php」から「?>」の範囲だけをパースして実行します。その他の
箇所は無視され、そのまま出力されます。

HTMLへの埋め込みと脱出

<p>この部分は無視されます。</p>

<?php echo '一方、この部分はパースされます。'; ?>

<p>この部分も無視されます。</p>

　「if」文などを使用して、特定の条件のときにHTMLから脱出することもできます。PHPは
「?>」を見つけると、それ以降新たに「<?php」を見つけるまでの内容をすべて出力します。

<?php if ($expression) { ?>

  <strong>「$expression」が「真」ならここが出力されます。</strong>

<?php } else { ?>

  <strong>「$expression」が「偽」ならここが出力されます。</strong>

<?php } ?>

　PHPのソースファイルは、文字エンコーディング（文字コード）には「UTF-8（BOMなし）」の
使用をお勧めします。改行コードについては、「LF」または「CR+LF」のどちらでもかまいませ
ん。なお、Windows環境では、マルチバイト文字列が含まれていないファイルは、「UTF-8」
で保存することができないため、コメントなどの形で全角文字を1文字でも記述しておくようにし
ます。

文字エンコーディングと改行コード
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PHPマニュアルについて

　PHPマニュアルには、オンラインマニュアルとchm版（Windowsのヘルプファイル）のオフラ
インマニュアルがあります。

PHPマニュアルの種類

SECTION-005 VER. 4.0.0 5.0.0

　オンラインマニュアルを利用するには、次のURLにアクセスします。
URL http://php.net/manual/ja/

オンラインマニュアルs

　特定の関数のマニュアルを表示するには、「http://php.net/」の後に関数名を指定しま
す。たとえば、「empty」関数のマニュアルを表示するには、次のURLにアクセスします。

URL http://php.net/empty

　chm版のマニュアルには、ユーザーノートを含まない「HTML Help file」と、ユーザーノー
トを含む「HTML Help file （with user notes）」の2種類があります。ユーザーノートには、
関数の使用例や、その他役に立つ情報が記述されています。
　たとえば、chm版のマニュアルをダウンロードして、オフラインで見られるようにするには、次
のように操作します。
1	�「http://www.php.net/download-docs.php」にアクセスします。

chm版のマニュアル（Windows）s

''オンラインマニュアル
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SECTION-005 PHPマニュアルについて

2	�一覧表の「Japanese」の行の「HTML Help file」列、または、「HTML Help file （with user 

notes）」列の「chm」をクリックします。

3	�任意のミラーサーバーのリンクを選択してダウンロードします。

4	�ダウンロードしたファイル「php_manual_ja.chm」を右クリックし、［プロパティ（R）］を選択し

ます。

5	�［ブロックの解除（K）］をクリックし、［OK］ボタンをクリックします。

''chm版のマニュアル

　PHPにヘルプには、HTML版もあります。HTML版ヘルプには、「Single HTML 
file」と「Many HTML files」の2種類があります。前者は1つのHTMLファイルに、後
者は複数のHTMLファイルにヘルプの内容が記述されています。HTML版ヘルプは

「gz」形式で圧縮されているため、利用するには「7-zip」（http://www.7-zip.org/）な
ど、「gz」形式の圧縮ファイルを解凍するためのツールが必要になります。

COLUMN HTML版のヘルプ



CHAPTER02
PHPの基本文法
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型について

　PHPは、4種類のスカラー型、2種類の複合型、2種類の特別な型の合計8種類の基本型
をサポートします。スカラー型は、常に1つの値を保持している変数です。スカラー型には、「論
理値」「整数」「浮動小数点」「文字列」の4種類があります。複合型は、複数の値を格納す
ることができる変数です。複合型には、「配列」と「オブジェクト」の2種類があります。特別な
型には、「リソース」と「NULL」の2種類があります。PHPでは、変数の型は自動認識されるの
で、明示的に型の宣言をする必要はありません。

PHPのサポートする型

SECTION-006 VER. 4.0.0 5.0.0

　真偽の値を表します。値は「TRUE」（true）か「FALSE」（false）です。
論理値（Boolean）s

　整数は、10進数、16進数、8進数、2進数表記で使用できます。8進数表記は「0」を、16
進数表記は「0x」を、2進数表記は「0b」を数の前に付けます。なお、2進数の整数リテラルは、
PHP5.4.0から利用可能です。

整数（integer）s

$a = 1234; // 10進整数

$a = -123; // 負の数

$a = 0123; // 8進数(10進数の83と等価)

$a = 0x1A; // 16進数(10進数の26と等価)

　浮動小数点数は、小数点以下の値を持つ数値（実数）です。科学記法で表した数値は、
浮動小数点数として扱われます。

浮動小数点数（float）s

$a = 1.234; 

$b = 1.2e3; // 1200

$c = 7E-10; // 0.0000000007

　文字列は、「'」（シングルクォーテーション）、または、「"」（ダブルクォーテーション）で囲んで表
現します。文字列の詳細については、80ページを参照してください。

文字列（string）s

　配列は、「array」関数で作成します。具体的な作成方法について、CHAPTER 05を参
照してください。PHPの配列は、実際には順番付けられたマップです。マップは型の一種で、
値をキーに関連付けます。

配列（array）s

　オブジェクトは、クラスをインスタンス化して作成します。詳細については、CHAPTER 06を
参照してください。

オブジェクト（object）s
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SECTION-006 型について

　リソースは、外部リソースへのリファレンスを保持している特別な変数です。リソースは、特
別な関数によって作成され、使用されます。

リソース（resource）s

　ある変数が値を持たないことを表します。値は「NULL」（null）です。
NULLs

　PHPでは、変数の型はその変数が使用される文により定義されます。オペランドのどれかが
「float」の場合、すべてのオペランドは「float」として評価され、結果は「float」になります。そ
の他の場合、オペランドは「int」として解釈され、結果も「int」になります。

型の変換

$foo = 2; // 「foo」は整数

$foo = $foo + 1.3;  // ここでは「foo」はfloat(3.3)

$foo = 5 + "10 Little Piggies"; // 「foo」は整数(15)

　ある変数を強制的にある特定の型として評価させたい場合には、型キャストを行います。
PHPの型キャストは、変換しようとする型をカッコで囲み、キャストする変数の前に置きます。

$foo = 10; // 「foo」は整数

$bar = (bool) $foo; // 「bar」はbool

　使用可能なキャストは、次の通りです。

キャスト 説明
（int）、（integer） 整数にキャスト
（bool）、（boolean） 論理値にキャスト
（float）、（double）、（real） floatにキャスト
（string） 文字列にキャスト
（array） 配列にキャスト
（object） オブジェクトにキャスト
（unset） NULLにキャスト（PHP5以降）
（binary） バイナリ文字列にキャスト（PHP5.2.1以降）

¡文字列について… ……………………………………………………………………………… p.80
関連項目 sss

　PHPマニュアル、および、本書のCOLUMNの関数の定義では、可読性を向上させ
るために、次の擬似的な型も使用します。

COLUMN 擬似的な型について

型 説明
mixed 引数に多様な型（すべてである必要はない）を使うことができることを示す
number 引数がintまたはfloatのどちらでも良いことを示す
callback ユーザーが定義するコールバック関数を引数として受け入れる



56

0
1

0
2

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

P
H
P

の
基
本
文
法

C
H

A
P

T
E
R

0
2

変数について

　変数は、値を格納しておくことができる場所です。PHPの変数は、ドル記号「$」の後ろに「変
数名」が続く形式で表します。変数名は、大文字と小文字を区別します。有効な変数名は、
文字、または、「_」（アンダースコア）から始まり、任意の数の文字、数字、「_」（アンダースコア）
が続きます。

PHPの変数

SECTION-007 VER. 4.0.0 5.0.0

$var = 1; // 初期値「1」の変数「var」を宣言する

$5foo = 2; // 無効な変数名

　変数への値の代入は、「=」演算子を使用します。PHPでは変数を初期化する必要がない
ため、通常、変数の宣言と代入は同時に行われます。

代入s

$var = 100; // 変数「var」に「100」を代入する

$foo = $var; // 変数「foo」に変数「var」の値を代入する

　参照による代入を行うには、代入する変数の前に「&」（アンパサンド）を付けます。この場
合、2つ変数は同じ内容を指します。参照による代入は「参照渡し」や、単に「参照」といいま
す。また、「リファレンス」という場合もあります。

参照による代入s

$foo = 'Bob';              // 「Bob」を変数「foo」に代入する

$bar = &$foo;              // 変数「foo」を変数「bar」により参照する

$bar = "My name is $bar";  // 変数「bar」を変更すると変数「foo」も変更される

// 結果、以下は同じ内容「My name is Bob」が出力される

echo $bar;

echo $foo;

　スコープとは、変数の有効範囲のことです。PHPのスコープには、スクリプト内のどこでも有
効な「グローバルスコープ」と、関数内だけで有効な「ローカルスコープ」の2種類があります。
関数の中で宣言された変数は「ローカルスコープ」、それ以外で宣言された変数は「グローバ
ルスコープ」になります。グローバルスコープな変数を「グローバル変数」、ローカルスコープな
変数を「ローカル変数」といいます。PHPのグローバル変数は、関数内部では使用できません。
グローバル変数を関数の内部で使用する場合、関数の内部でグローバルとして宣言する必
要があります。

変数のスコープ

$a = 'global'; // グローバルスコープ
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SECTION-007 変数について

function test(){ 

    $b = "local"; // ローカルスコープ

    echo $a; // 関数内で変数「a」は宣言されていないのでエラーとなる

    echo $b; // 「local」を出力する

}

test();

　変数を関数の内部でグローバルとして宣言するには、「global」キーワードを使います。

$a = 'global'; // グローバルスコープ

function test(){ 

    global $a;  // 変数「a」をグローバル宣言

    $b = "local"; // ローカルスコープ

    echo $a; // 「globalを出力する

    echo $b; // 「local」を出力する

}

test();

　PHPでは、変数はシンボルテーブルによって管理されます。シンボルテーブルは、変
数名と、その値の実際の格納場所を対応付けする表です。たとえば、「$a = 'hello';」と
宣言した場合、次のようなシンボルテーブルが作成されます。

COLUMN シンボルテーブルについて

変数名 格納庫番号
a #001

''シンボルテーブル
番号 値 型
#001 hello string

''格納場所

変数名 格納庫番号
a #001
b #001

''シンボルテーブル
番号 値 型
#001 hello string

''格納場所

　参照による代入は、同じ格納場所に複数の変数名を割り当てます。たとえば、「$b =  
&$a」と参照代入した場合、シンボルテーブルは次のようになります。

¡関数の引数について… ………………………………………………………………………… p.72
関連項目 sss
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定数について

　定数は、識別しやすい名前が付けられた値です。PHPの定数は、「define」関数を使用し
て定義します。引数には、定数名と値を指定します。定数の名前は、変数と同じ規則に従い
ます。定数は一度、定義すると、変更、または、未定義にすることはできません。また、定数に
指定できるのは、スカラー値（「bool（boolean）」「int（integer）」「float（double）」「string」）の
みです。定数の値を取得するには、単に定数の名前は指定します。変数とは異なり、名前の
前に「$」は不要です。

PHPの定数

SECTION-008 VER. 4.0.0 5.0.0

// 定数「CONSTANT」の値を「Hello world.」として定義する

define("CONSTANT", "Hello world.");

echo CONSTANT; // 「Hello world」を出力する

　定数名はデフォルトで大文字と小文字を区別します。大文字と小文字を区別しないように
するには、「define」関数の第3引数に「true」を指定します。

// 定数名の大文字小文字を区別しない

define("CONSTANT", "Hello world.", "true");

echo constant; // 「Hello world」を出力する

　PHP5.3.0以降では、クラス定義の外部で「const」キーワードを使って定数を定義すること
もできます。ただし、この場合はトップレベルで宣言しなければなりません。関数やループ、「if」
文の内部では宣言することはできません。クラス内の定数（オブジェクト定数）の宣言について
は、340ページを参照してください。

// 「const」キーワードによる定数の定義

// PHP 5.3.0 以降

const CONSTANT = 'Hello World';

echo CONSTANT; // 「Hello world」を出力する

　特定の定数が定義されているかどうかを調べるには、「defined」関数を使用します。

// 「CONSTAN」が定義されているかどうか確認する

if (defined('CONSTANT')) {

  echo CONSTANT;

}

¡オブジェクト定数を定義する… …………………………………………………………………p.340
関連項目 sss
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演算子について

　演算子は、演算を行う記号です。演算子には、優先順位があります。優先順位を変更する
には、優先させたい部分を「（）」で囲みます。PHPの演算子には、次のような種類があります。

PHPの演算子

SECTION-009 VER. 4.0.0 5.0.0

　加算子（++）は、変数の値をインクリメント（「1」増やす）します。減算子（−−）は、変数の値
をデクリメント（「1」減らす）します。前置の場合は演算後に結果を返し、後置の場合は演算
前の値を返した後に演算を実行します。

加算子/減算子s

演算子 説明
++ インクリメント
−− デクリメント

$a = 1; $b =1; $c = 1; $d =1;

// 変数「a」の値に「1」を加えてからを返す

echo ++$a; // 2

// 変数「b」の値を返してから「1」を加える

echo $b++; // 1

// 変数「c」の値から「1」を引いてからを返す

echo --$c; // 0;

// 変数「d」の値を返してから「1」を引く

echo $d--; // 1

　論理演算子は、2つの値についての論理値を求めます。「!」（否定）は単項演算子
で、後ろに続けて指定された1つの値だけを評価します。結果は「true（TRUE）」か「false

（FALSE）」で返されます。この演算子は、条件分岐などに使用します。

論理演算子s

演算子 説明
! 値が「false」の場合に「true」、「true」の場合に「false」を返す（否定）
&& 2つの値が共に「true」の場合に「true」を返す（論理積）
 ｜｜ 2つの値のどちらかが「true」の場合に「true」を返す（論理和）
and 2つの値が共に「true」の場合に「true」を返す（論理積）

xor 2つの値が共に「true」の場合に「false」を、それ以外の場合に「true」
を返す（排他的論理和）

or 2つの値のどちらかが「true」の場合に「true」を返す（論理和）

$a = true; $b = true;

var_dump(!$a);       // false

var_dump($a && $b);  // true
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SECTION-009 演算子について

var_dump($a || $b);  // true

var_dump($a and $b); // true

var_dump($a xor $b); // false

var_dump($a or $b);  // true

　代数演算子は、四則演算を行います。一般的な基礎代数と同様に、「乗算」「除算」「剰
余」は、「加算」「減算」より優先されます。なお、「−」演算子を変数名や値、および、式の手前
に付けると符号が反転します。

代数演算子s

演算子 説明
＊ 乗算
/ 除算
% 剰余
+ 加算
− 減算

$a = 10; $b = 3;

echo $a + 2 * $b;    // 16

echo ($a + 2) / $b;  // 4

echo -$a;            // -10

echo $a * (-$b);     // -30

echo ($a + -2) * $b; // 24

echo -($a + 2) / $b; // -4

　ビット演算子は、値を2進数にしてビット単位での演算を行います。特定のビットを評価したり、
操作したりするために使います。

ビット演算子s

演算子 説明
〜 NOT（否定）
<< 左ビットシフト
>> 右ビットシフト
& AND（ビット積）
^ XOR（排他的論理和）
 ｜ OR（ビット和）

$a = 3;               // 0011

$b = 5;               // 0101

echo decbin(~$a);     // 11111111111111111111111111111100

echo decbin($a << 2); // 1100

echo decbin($b >> 1); // 0010

echo decbin($a & $b); // 0001

echo decbin($a ^ $b); // 0101

echo decbin($a | $b); // 0111
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SECTION-009 演算子について

演算子 説明
< 左辺値が右辺値より小さい場合に「true」を返す
<= 左辺値が右辺値以下の場合に「true」を返す
> 左辺値が右辺値より大きい場合に「true」を返す
>= 左辺値が右辺値以上の場合に「true」を返す
<> 左辺値が右辺値に等しくない場合に「true」を返す
== 左辺値が右辺値に等しい場合に「true」を返す
=== 左辺値が右辺値に等しく、同じ型である場合に「true」を返す
!= 左辺値が右辺値に等しくない場合に「true」を返す
!=== 左辺値が右辺値に等しくないか、同じ型でない場合に「true」を返す

　比較演算子は、2つの値を比較します。結果は「true（TRUE）」か「false（FALSE）」で返
されます。この演算子は、条件分岐などに使用します。論理演算子と組み合わせることで複
雑な条件を指定することができます。

比較演算子s

　三項演算子は、条件式の真偽に応じた値を設定するための演算子です。三項演算子の
構文は、次の通りです。

三項演算子s

(式1) ? (式2) : (式3)

　「式1」が「true（TRUE）」の場合に「式2」を、「式1」が「false（FALSE）」の場合は「式3」
を値とします。なお、PHP5.3以降では、三項演算子の真ん中の部分を省略することもできま
す。その場合は、「式1」が「true」の場合は「式1」を、それ以外の場合は「式3」を値とします。

(式1) ? : (式3)

　配列演算子は、2つの配列の結合と代入、比較を行います。比較結果は「true（TRUE）」
か「false（FALSE）」で返されます。

配列演算子s

演算子 説明
+ 2つの配列を結合する
== 2つの配列をキーと値のペアが等しい場合に「true」を返す

=== 2つの配列をキーと値のペアが等しく、その並び順が等し
く、かつ、型も等しい場合に「true」を返す

!= 2つの配列が等しくない場合に「true」を返す
<> 2つの配列が等しくない場合に「true」を返す
!== 2つの配列が同一でない場合に「true」を返す
=> 左辺で指定したキー名の要素の値に右辺値を代入する

　エラー制御演算子「@」は、エラーメッセージの出力を抑制します。「@」をPHPの関数
や式の前に付けた場合、その関数や式によって生成されたエラーメッセージは無視されます

（724ページ参照）。

エラー制御演算子s
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SECTION-009 演算子について

　実行演算子は、シェルコマンドを実行するための演算子です。「`」（バッククォート）で囲ん
だシェルコマンドを実行し、出力を返します。この演算子は、「shell_exec」関数と等価です。

実行演算子s

　型演算子「instanceof」は、変数が特定のクラスのオブジェクトのインスタンスであるかどう
かを調べます（381ページ参照）。

型演算子s

　複合演算子は、演算と代入の式を省略形で表すための演算子です。式の中の値を使用
し、その値をその式の結果とすることができます。複合演算子は、すべての演算子に関して
使用することできます。複合演算子の主な例は、次の通りです。

複合演算子s

演算子 説明 例 省略前の式
+= 加算代入 $a += $b $a = $a + $b
−= 減算代入 $a ?= $b $a = $a − $b
&= AND代入 $a &= $b $a = $a & $b
!= OR代入 $a ｜= $b $a = $a ｜ $b
.= 文字列結合代入 $a .= $b $a = $a . $b

¡オブジェクトを検査する… ………………………………………………………………………p.381
¡エラーメッセージの出力を抑制する……………………………………………………………p.724

関連項目 sss

　PHPには、特別な演算子として、「&」演算子、「new」演算子（キーワード）、「clone」
演算子（キーワード）、「［」演算子などがあります。
s「&」演算子

　「&」演算子は、参照による代入を行うための演算子です（56ページ参照）。
s「new」演算子

　「new」演算子は、クラスのオブジェクトを作成するための演算子です（323ページ
参照）。
s「clone」演算子

　「clone」演算子はオブジェクトのクローンを作成するための演算子です（363ページ
参照）。
s「［」演算子

　「［」演算子は、配列の要素を参照するための演算子です。たとえば、「$myarray」
配列の2番目の要素を参照するには、「myarray［2］」と記述します。

COLUMN 特別な演算子について
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コメントについて

　コメントは、プログラムの実行中に無視される部分です。ユーザー定義の関数や特定の命
令についての説明をコメントとして記述しておくと、プログラムの可読性が向上し、デバッグや
メンテンナスが容易になります。PHPは、3つの形式のコメントをサポートしています。

PHPのコメント

SECTION-010 VER. 4.0.0 5.0.0

形式 説明
Unixシェル型 「#」から行末をコメントとする（単一行用）
C/C++ 「//」から行末までをコメントとする（単一行用）
C/C++ 「/＊」から「＊/」までをコメントとする（複数行用）

$a = 'Hello'; // C/C++型の単一行用のコメント

$b = 'World'; # Unixシェル型の単一行用のコメント

echo $a . "World";

/*

  C/C++型の複数行用のコメント

  この中の行はすべてコメントとして無視される

 */

/*

 * C/C++型の複数行用のコメント

 *

 * 行頭を揃えるために、「*」を付けて記述する場合もある

 * 

 */
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条件分岐について

　条件分岐は、すべてのプログラミング言語において最も重要な機能の1つです。PHPには、
「if」と「switch」を使った条件分岐があります。

PHPでの条件分岐の種類

SECTION-011 VER. 4.0.0 5.0.0

　「if」は、条件の真偽によって実行する処理を変化させる条件分岐です。次のような構文で
使用します。

「if」による条件分岐s

if (条件式1) {

  条件式1が「真」(true)のときに実行されるコード

} elseif (条件式2) {

  条件式2が「真」(true)のときに実行されるコード

} else {

   条件式1と条件式2のどちらも「偽」(false)のときに実行されるコード

}

　「elseif」や「else」は省略することができます。「elseif」は複数、使用することができます。また、
開き波カッコを「:」（コロン）、閉じ波カッコを「endif;」に変更した構文を使用することもできます。

if (条件式1) :

  条件式1が「真」(true)のときに実行されるコード

elseif (条件式2) :

  条件式2が「真」(true)のときに実行されるコード

else :

  条件式1と条件式2のどちらも「偽」(false)のときに実行されるコード

endif;

　次のコードは「if」構文を使って、時間ごとに異なるメッセージを出力しています。

<?php

$h =date('G');

if ($h > 18) {

  echo "Good evening!";

} elseif ($h > 9 ) {

  echo "Hello!";

} elseif ($h > 5 ) {

  echo "Good morning!";

 } else {

  echo "sleeping...";

}
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SECTION-011 条件分岐について

?>

　このコードを10時から18時の間に実行した場合は、次のように表示されます。

　「switch」は、変数または式の結果の値に応じて、異なる処理を実行させる条件分岐です。
次のような構文で使用します。

「switch」による条件分岐s

switch (変数) {

  case 値1:

    変数が値1に等しいときに実行されるコード

    break;

  case 値2:

    変数が値2に等しいときに実行されるコード

    break;

  case 値3:

    変数が値3に等しいときに実行されるコード

    break;

  default:

    変数が「case」に指定したどの値にも一致しないときに実行されるコード

}

　最後の「default」節は、省略することができます。条件は上から順に評価され、変数（また
は式）の値と一致する値を持つ「case」節の処理を実行し、最初の「break」文まで実行を続
けます。このため、「case」節の終わりに「break」文を書かなかった場合、次の「case」節が
実行されるので注意が必要です。
　次のコードは「switch」構文を使って、時間ごとに異なるメッセージを出力しています。

<?php

$h =date('G');
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SECTION-011 条件分岐について

switch ($h) {

  case 7:

    echo "Breakfast Time";

    break;

  case 12:

    echo "Lunch Time";

    break;

  case 15:

    echo "Snack Time";

    break;

  default:

   echo "not break time.";

}

?>

　このコードを15時に実行した場合は、次のように表示されます。

　PHPでは「elseif」を、「else」と「if」を半角スペースで区切って「else if」と書くこともで
きます。ただし、「:」（コロン）を使って「if/elseif」条件を指定する場合は、「else if」のよう
に分割してはいけません。分割すると、パースエラーとなります。

COLUMN 「elseif」の別の書き方と注意点



67

0
1

0
2

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

P
H
P

の
基
本
文
法

C
H

A
P

T
E
R

0
2

ループ（繰り返し処理）について

　PHPのループには、「while」「do-while」「for」「foreach」の4種類の構文があります。
PHPのループの種類

SECTION-012 VER. 4.0.0 5.0.0

　「while」ループは、条件式が真（true）である間、入れ子の文を繰り返し実行します。この
ループは、繰り返す回数が不明な場合に使います。

「while」ループs

// 波カッコ構文

while (条件式) {

  繰り返すコード

}

// コロン構文

while (条件式) :

  繰り返すコード

endwhile;

　「do-while」ループは、条件式の評価を最後に行うこと以外は、「while」ループと同じです。
「do-while」ループは、最低1回の実行が保証されています。一方、「while」ループは、最初
に条件式を評価するため、繰り返し処理を一度も実行せずにループを終了する場合がありま
す。「do-while」ループには、コロン構文はありません。

「do-while」ループs

do {

  繰り返すコード

} while (条件式);

　「for」ループは、初期化式、条件式、増減式の3つを一度に指定できるループです。この
ループは、繰り返す回数が決まっている場合に使います。

「for」ループs

// 波カッコ構文

for (初期化式; 条件式; 増減式) {

  繰り返すコード

}

// コロン構文

for (初期化式; 条件式; 増減式) :

  繰り返すコード

endfor;
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SECTION-012 ループ（繰り返し処理）について

　たとえば、変数「i」をカウンタとして、10回、繰り返す場合には、次のように記述します。

for ($i = 0; $i < 10; $i++) {

  繰り返すコード

}

　「foreach」ループは、配列の要素に対して繰り返し処理を実行します。「foreach」ループ
は、配列とオブジェクトだけに使用できます。

「foreach」ループs

foreach (配列 as 値変数) {

  繰り返すコード

}

foreach (配列 as キー変数 => 値変数) {

  繰り返すコード

}

　最初の形式は、指定した配列に関してループ処理を行い、配列の要素を1つずつ順番に
取り出し、現在の要素の値を値変数に代入します。2番目の形式は、さらに各反復で現在の
要素のキーをキー変数に代入します（270ページ参照）。

　ループから脱出するには「break」を、ループの途中の処理をスキップするには「continue」
を使います。

ループからの脱出とスキップ

　「break」は、現在実行中の「for」「foreach」「while」「do-while」「switch」構造の実行を
終了します。オプションの引数で、ネストしたループ構造を抜ける数を指定することもできます。

「break」を使ったループからの脱出s

$arr = array('1', '2', '3', '4', '5');

while (list(, $val) = each($arr)) {

  if ($val == '3') {

    // 「val=3」のときにループを終了する

    break;

  }

  echo "$val<br />";

}

// オプション引数を使用する

$i = 0;

while (++$i) {

  switch ($i) {

    case 5:
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SECTION-012 ループ（繰り返し処理）について

      echo "At 5 <br />";

      break 1;  // 「switch」構造のみを抜ける

    case 10:

      echo "At 10; quitting <br />";

      break 2;  // 「switch」と 「while」抜ける

    default:

      break;

  }

}

　「continue」は、現在の繰り返しループの残りの処理をスキップし、次の繰り返しループの
処理に進みます。オプションの引数で、処理をスキップするループ構造のレベルの数を指定す
ることもできます。

「continue」を使ったループ処理のスキップs

$arr = array('1', '2', '3', '4', '5');

while (list($key, $value) = each($arr)) {

  if (!($key % 2)) {

    // キーが偶数の要素をスキップする

    continue;

  }

  echo "$value<br />";

}

// オプション引数を使用する

$i = 0;

while ($i++ < 3) {

  echo "Outer<br />";

  while (1) {

    echo "&nbsp;Middle<br />";

    while (1) {

      echo "&nbsp;&nbsp;Inner<br />";

      continue 3; // 3レベルスキップする

    }

    echo "This never gets output.<br />";

  }

  echo "Neither does this.<br />";

}

¡配列のキーと値のペアを取得する………………………………………………………………p.270
関連項目 sss
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関数について

　PHPでは、他のプログラミング言語を同様に、自分で関数を定義することができます。自分
で定義した関数を「ユーザー定義関数」といいます。

PHPの関数の定義について

SECTION-013 VER. 4.0.0 5.0.0

　関数は、次のような構文で定義します。
定義方法s

// 値を返さない関数

function 関数名 (引数1, 引数2,…引数n) {

   処理コード

}

// 値を返す関数

function 関数名 (引数1, 引数2,…引数n) {

  処理コード

  return 返り値;

}

　引数は、必要な数だけ「,」（カンマ）で区切って指定します。不要な場合は、省略することも
できます。また、関数は、必要に応じて「return」により値を返すことができます。

　関数の呼び出しは、次のような構文で行います。
関数の呼び出しs

// 値を返さない関数

関数名(引数1, 引数2,…引数n)；

// 値を返す関数

変数 = 関数名(引数1, 引数2,…引数n)；

　PHPは可変関数の概念をサポートしているので、次のように変数を使用して関数を呼び出
すこともできます。

function foo($name) {

  echo "Hello! $name <br />\n"；

}

// 「echo」のラッパー関数(「echo」の機能を内包した関数)

function echoit($string) {

  echo $string . "<br />\n";

}
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SECTION-013 関数について

// 関数名「foo」を変数「func」に代入する

$func = 'foo';

// 「foo」関数を呼び出す

$func('Tom'); // Hello! Tom

// 「echoit」関数を呼び出す

$func = 'echoit';

$func('Hello!'); // Hello!

　なお、可変関数は、「echo」「unset」「isset」「empty」「include」「print」のような言語構
造と組み合わせて使用することはできません。これらの言語構造を可変変数として使うには、
独自のラッパー関数を使う必要があります。

　無名関数は、関数名も持たない関数で、「クロージャ」とも呼ばれます。無名関数は、PHP 
5.3.0以降で使用可能です。

無名関数について

　無名関数の呼び出しは、次のような構文で行います。
定義方法s

// コールバックパラメータに使用する場合

function (引数1, 引数2,…引数n) {

    処理コード

    return 返り値;

}

// 変数へ代入する場合

変数 = function(引数1, 引数2,…引数n){

    処理コード

};

// コールバック関数として使用する

echo preg_replace_callback('~-([a-z])~',

    function ($match) {

      return strtoupper($match[1]);

    }, 'hello-world'), "<br />\n";

// helloWorld

// 変数への代入する

$greet = function($name) {

   echo "Hello $name <br />\n";

};

$greet('World'); // Hello World
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関数の引数について

　引数は、関数を呼び出すときに渡す値です。関数の中では、その値を使って処理を行い、
必要に応じて結果を返します。PHPの関数は引数のリストにより、関数へ情報を渡すことがで
きます。このリストは、「,」（カンマ）で区切られた式のリストです。引数の評価は、左から右の
順番で行われます。

引数について

SECTION-014 VER. 4.0.0 5.0.0

　引数には、「値渡し」と「参照渡し」があります。「値渡し」は、変数のコピーを渡す方法で、
関数側で変数の内容を変更しても、元の変数には影響がありません。「参照渡し」は、変数
への参照（56ページ）を渡す方法で、関数側で変数の内容を変更すると、呼び出し側の変
数も同様に変更されます。
　PHPのデフォルトは「値渡し」です。「参照渡し」するには、関数の定義において、アンパサ
ンド「&」を引数名の前に付加します。

「値渡し」と「参照渡し」についてs

// 引数「string」を「参照渡し」する関数

function add_str(&$string) {

  $string = 'Hello '. $string;

}

$str = 'World';

add_str($str);

echo $str;    // 「Hello World」を出力する

　デフォルト引数値は、引数の既定値です。デフォルト引数値を指定するには、関数の定義
において、代入演算子の「=」を使って、引数にデフォルト値を指定します。PHPでは、配列
やNULLをデフォルト値にすることもできます。また、PHP5以降では、デフォルト引数値を「参
照渡し」にすることもできます。

デフォルト引数値s

// デフォルト引数値「world」を指定する

function hello($str = "world") {

  return "Hello $str! <br />\n";

}

echo hello();      // Hello world!

echo hello(null);  // Hello !

echo hello("Tom"); // Hello Tom!

　デフォルト引数値を持つ関数を、引数を省略して呼び出した場合は、デフォルト引数値が使
われます。引数を指定して呼び出した場合は、指定した引数の値が使われます。
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SECTION-014 関数の引数について

　なお、デフォルト引数値は定数式である必要があります。変数やクラスのメンバーは指定す
ることはできません。また、デフォルト引数値を有する引数は、デフォルト引数値がない引数の
右側にすべてある必要があります。

// 間違った用例

function greet1($str = "Hello", $name) {

  return "$str $name ! <br />\n";

}

// 第2引数を省略して関数をコールすることはできない

echo greet1("Tom");

// 正しい用例

function greet2($name, $str = "Hello") {

  return "$str $name ! <br />\n";

}

// 第2引数を省略して関数をコールすることができる

echo greet2("Tom");

　可変長引数リストは、引数の数が変わる関数を定義するためにサポートされている機能で
す。可変長引数リストと使用するには、「func_num_args」関数と「func_get_args」関数（ま
たは「func_get_arg」関数）を使います。
　「func_num_args」関数は関数に渡された引数の数を、「func_get_args」関数は関数の
引数リストを配列として返します。なお、「func_get_arg」関数は、引数のリストから要素を1つ
返します。
　次のコードは、引数で指定された値の平均値を出力します。

可変長引数リストs

<?php

// 平均を求める関数

function avg(){

  $sum = 0;

  // 引数の数だけ処理を繰り返す

  for($i = 0; $i < func_num_args(); $i++){

    // 引数の値の合計を求める

    $sum += func_get_arg($i);

  }

  // 平均値を求める

  $avg = $sum / func_num_args();

  return $avg;

}

echo avg(2,1,2,1,3,4,5,1,3,6); // 2.8

?>
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